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特設  C言語文法帳 基礎編

　C言語で条件判断や繰り返しを行う3つの制御文
（if文，for文，while文）とそれに必要な比較演
算子を紹介します．

1  「正しい」「正しくない」の 
条件判断を行うif文

　条件判断を行うif文は，書式1のように記述しま
す（図1）．
　ifに続く()内には，表1に示す比較演算子を使っ
た式を記述します．「文1」には，式の評価結果が「真

（正しい）」のときに実行する処理を記述します．
else以降は省略可能ですが，「文2」には式の評価結

果が「偽（正しくない）」のときに実行する処理を記述
します．
　変数aの絶対値を変数bに格納するプログラムは
リスト1のようになります．

●「真」「偽」の判断は0か0じゃないか
C言語は式の評価結果が，0（ゼロ）でなければ「真」，

0ならば「偽」と判断します．だからリスト2には誤り
があります．

コメントにある通り本当はaとbが等しいかどうか
を調べたかったのですが，数学には==（等しいかど
うかを評価する）の記号がないため，=を1つ書き忘
れています．
　ただし，このプログラムはコンパイル・エラーには
なりません．理由は，if文の()内には式を記述す
る，という決まりが守られているからです．a=bも
立派な代入式ですからエラーにはなりません．
　ではa=3;はいつ実行されるのでしょうか．aに代
入された値が0か，0でないかを評価して実行するか
しないかを判断します．0でなければ「真」なので，a
に代入された値が0以外のときは，a=3;が実行され
ます．

2 制御文の素「式」と「文」

　「式」は「変数」，「定数」，および，それらを「演算

if (式)
　文1
[else
　文2]

比較演算子を使った条件判断の式

式の評価結果が「真」のとき実行する処理を書く

式の評価結果が「偽」のとき実行する処理を書く

書式1　if文の構造

表1　比較演算子の記号と意味
数学で使う記号と似ているが非なるもの

演算子を表す記号 演算子の意味
== 等しいかどうかを評価する
!= 等しくないかどうかを評価する
< 小さいかどうかを評価する
> 大きいかどうかを評価する
<= 以下かどうかを評価する
>= 以上かどうかを評価する

式の評価

文

真

偽
式の評価

真

偽

文1 1文2

（a）elseのあるif文 （b）elseのないif文

図1　条件判断を行うif文のフローチャート

if (a < 0)
    b = -a;
else
    b = a;

もし aが 0より小さければaが 0より小さければ

aが 0より小さければ −aを代入

aが 0より小さくなければ aを代入

リスト1　変数aの絶対値を変数bに格納するプログラム

if (a = b)     // if (a == b)
    a = 3;

リスト2　aとbが等しいかを調べたかったのだが，「=」が1つ足
りないがために正しい比較が行われない

特設

第2章

条件判断if文と 
繰り返しfor文，while文

プログラミングでよく使う3つの制御文

鹿取 祐二

本章は，書籍「絵解きマイコンCプログラミング教科書」（第3版，2021年7月，CQ出版社）
の一部を抜粋して再編集したものです．

ご購入はこちら

https://interface.cqpub.co.jp/magazine/202207/
https://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/



